（特非）参加型システム研究所　第１回オープン研究会

戦後の文明史的転換を問う

―脱原発社会を築くために―

講師／橘川俊忠氏

（神奈川大学法学部教授・参加型システム研究所理事）
東日本大震災によって原子力発電はその安全性の根拠を失いました。また被害が大きくなった主な原因

のひとつに、経済産業省が原発を推進しつつ、安全管理も兼ねていたことがあげられます。しかし大事故から1年以上が経過したにもかかわらず、いまだに安全管理のための組織も法体系も震災前となんら変わっていない状況が続いています。

さらに、関西電力は今夏の電力不足を予想できたにも関わらず、有効な対策を進めず、一方でおおぜいの市民の反対を押し切り大飯原発は再稼働し、他の原発再稼働の動きもでてきています。取り返しのつかない災禍を引き起こし、核の汚染と廃棄物問題も解決の目処がたっていません。日本のエネルギー政策の転換が迫られているにもかかわらず、その確固たる哲学や方向性は定まらず、市民の不安と不信は高まるばかりです。

こうした歴史的事象のさ中にあるいま、歴史と政治を研究されてきた講師の問題意識を共有し、希望の持

てる未来にむけて原発に頼らない持続可能な社会をめざし、今後の市民事業・運動を考えていく機会としたいと考えます。

どなたでもご参加いただけます。ふるってお申込み下さい。

日　程　：　８月８日（水）１５時　
場　所　：　オルタナティブ生活館（301）
参加費　：　500円

【講師プロフィール】 

1945年8月北京生まれ。東京大学法学部卒。 神奈川大学法学部教授。元『現代の理論』編集長。『神奈川大学評論』編集専門委員会委員長。

著作に『終わりなき戦後を問う』（明石書店）、『近代批判の思想』（論創社）、『芦東山日記』（平凡社）、『歴史解読の視座』（共著、御茶の水書房）、「柳田国男における国家の問題」（『神奈川法学』神奈川大学）他
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